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1月1日号�

人口と面積＜平成14年12月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数90,058／男41,795／女48,263／世帯数38,987■推計人口　総数88,250／男40,781／女47,469／世帯数36,667　＜面積＞18.57㎞2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　題字「元気」／北村春江(芦屋市長)

　
　
　
　
　
　
芦
屋
市
長
　
　
　
　
北
村
　
春
江

　
　
　
　
　
　
芦
屋
市
議
会
議
長
　
中
村
　
修
一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

１.17ひょうごメモリアルウォーク2003・未来へひらく

問い合わせ　1.17ひょうごメモリアルウォーク実行委員会
1078-360-8282(兵庫県阪神・淡路大震災復興本部総括部生活復興課内)　

http://web.pref.hyogo.jp/hukkou/walk/

日
　
時
　
一
月
十
七
日(

金)

　
雨
天
決
行

　
　
　
　
午
前
七
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

会
　
場
　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
慰
霊
と
復
興
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

内
　
容
　
記
帳
お
よ
び
献
花(

献
花
用
の
花
は
用
意
し
ま
す)

ご
注
意
　

・
駐
輪
場
、
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。

・
供
花
や
供
物
な
ど
は
固
く
ご
辞

　
退
い
た
し
ま
す
。

　震災８周年となる１月17日「防災とボランティアの日」に、緊急時の避難路、救援路とな
る「山手ふれあいロード」(山手幹線)をともに歩き、ウォーク終点の神戸東部新都心での、
「追悼のつどい」に参加しませんか。

問い合わせ　秘書課　138-2000

１・17   芦屋市祈りと誓い

　
一
月
十
七
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
八
年
を
経
過

す
る
に
あ
た
り
、
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
「
１
・
17
芦

屋
市
祈
り
と
誓
い
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

＜追悼のつどい＞

時　間　午前11時50分～
午後０時40分

会　場　ＨＡＴ神戸（神
戸東部新都心）

内　容　黙とう、式辞、
1.17宣言、献花
など

開催日　１月17日(金)＜雨天決行＞

　犠牲者の冥福を祈るため、
１月１７日正午のサイレンに合
わせ、自宅、職場、学校園等
で黙祷のご協力をお願いしま
す。

もくとう

黙祷のお願い

＜山手ふれあいロードウォーク＞

芦屋市では、川西運動場から出発します。
受け付けは、いずれも30分前からです。
　　　　　コース名　　スタート地点　　　  出発時間
東ルート　15kmコース　西宮市役所　　　　午前７時30分
　　　　　10kmコース　川西運動場　　　　午前８時
西ルート　10kmコース　県立文化体育館　　午前８時
　　　　　５kmコース　市立中央体育館前　午前10時
共　　通　２kmコース　王子公園　　　　　午前11時

芦
屋
川

�

芦屋市役所�

川西�
運動場�

公光橋�

●モニュメント�

芦屋公園�

国道43号線�

阪神芦屋駅�
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◆◇◆平成15年度　保育所入所児童の受け付け◆◇◆

運　営
公立
公立
公立
公立
公立
公立

私立(認可)
私立(認可)
私立(認可)

定員
  90
  90
  60
  60
  80
100
  45
  30
  21

保育所名
精道保育所
打出保育所
大東保育所
岩園保育所
緑保育所
新浜保育所
さくら保育園
芦屋こばと保育園
あゆみ保育園

所在地
精道町9-16
宮川町4-10
新浜町8-1
岩園町2-18
緑町2-4
新浜町1-1
大桝町2-15
若宮町3-17
東山町30-3

電　話
32-0510
22-5725
22-0089
31-0335
34-0715
32-0410
31-7788
31-3338
31-2000

開所時間

午前７時30分
～午後６時

乳児 延長 障害 一時
○ ○ ○

○ ○
○ ○
○ ○

○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

対象年齢
乳児～就学前

１歳児～就学前

２歳児～就学前

乳児～就学前

乳児～
３歳未満児

　
現
在
、
平
成
十
五
年
四
月
の
第
二
次
「
芦

屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21
」
の
改
定
に

む
け
て
、
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の

策
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ

の
中
間
報
告
に
つ
い
て
の
市
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
五
年
を
一
期

と
し
て
い
る
た
め
、
第
二
期
介
護
保
険
事

業
計
画
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十

平成15年４月から保育所に入所を希望する児童の受け付けをします。
対　　象　市内在住で、保護者が就労などのため保育できない家庭の児童
年　　齢　生後３カ月経過後～満５歳(平成９年４月２日以降に生まれた児童)
申し込み　１月７日から24日の間(土曜・日曜・祝日を除き、午前９時から午後５時15分まで)に児童課へ
　　　　　現在保育所に入所されているかたは必要ありません(必要書類等の提出については別途通知します)

＊延長保育の時間は、午後６時～７時までです。(別途申し込みが必要です)

母子家庭育成宿泊訓練活動第２９回

芦屋市人権教育研究大会
～分科会～

日　時　１月22日(水)
　　　　午後３時30分～午後５時
会　場　市民センター本館および別館
内　容　学校園・ＰＴＡ・社会教育から

の実践報告
※当日直接会場へ
※保育あり

問い合わせ

人権教育推進協議会事務局　138-2091

問い合わせ　児童課　138-2045

第１回市民説明会
日　時　１月10日(金)午後１時30分～３時30分
会　場　市民センター218室

第２回市民説明会
日　時　１月16日(木)午後１時30分～３時30分
会　場　芦屋浜管理センター小会議室

謹
賀
新
年

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
年
賀
状
等
で
の
ご
あ
い
さ
つ

が
公
職
選
挙
法
に
よ
り
原
則
的
に
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
例
年
市
広
報
紙
を
通
じ
て
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
受
け
た
私
た
ち
も
、
本
年
六
月
で
任
期
満
了
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
震
災
復
興
の
総
仕
上
げ
と
し
て
始
ま
っ
た
今
期
は
、
市
政
も
、

議
会
も
波
瀾
万
丈
の
四
年
間
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私
た
ち
市
議
会
議
員
は
、
こ
の
経
験
を
糧
に
し
、

民
意
の
反
映
と
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
議
会
の
使
命
を
全
う
す
る
た
め
、
最
善
を

尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
　
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
屋
市
議
会
議
員
一
同

　
南
芦
屋
浜
の
陽
光
町
に
整
備
を
進
め
て

い
る
芦
屋
市
総
合
公
園
は
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
教
訓
と
し
た
広
域
避
難
地
と
し

て
、
ま
た
本
市
の
公
園
不
足
、
と
り
わ
け

運
動
施
設
の
あ
る
大
き
な
公
園
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
整
備
を
行
う
も
の

で
、
緑
被
率
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
樹
林
率

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
緑
あ
ふ
れ
る
こ
の
市

民
の
森
は
、
二
十
一
世
紀
の
芦
屋
の
ま
ち

づ
く
り
と
環
境
保
全
に
と
っ
て
必
要
な
も

の
で
す
。
ま
た
、
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
十
市
十
町
の
中
で
は
、
芦
屋
市

だ
け
が
学
校
に
も
応
急
仮
設
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
子
ど

も
た
ち
の
教
育
環
境
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
し
た
。
そ
う
し
た
反
省
か
ら
、
そ

れ
に
代
わ
る
広
場(

広
域
避
難
地)

の
整
備

が
急
務
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
総
合
公
園
は
環
境
事
業
団
に
整
備
を
委

託
し
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
大
気
汚
染
対

策
緑
地
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
全
体
面
積
約
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

四
月
か
ら
北
側
約
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。緑
の
相
談
所

は
、
花
と
緑
に
関
す
る
情
報
の
発
信
や
仲

間
作
り
の
場
と
し
て
、
陸
上
競
技
場
で
は

陸
上
競
技
や
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
に
、
ま
た
、
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
な
ど
の
園
・
校
外
学
習
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

芝
生
広
場
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト
は
、
遊
び

や
憩
い
の
場
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
陸
上
競
技
場
、
便
所
、
倉
庫
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト(

総
合
公
園
で
発
生

せ
ん
て
い

す
る
剪
定
枝
や
落
ち
葉
等
を
肥
料
化)
、
植

栽
、
園
路
、
駐
車
場
等
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
陸
上
競
技
場
は
芝
生
の
養
生
期

間
が
必
要
で
あ
り
、
利
用
で
き
る
の
は
夏

以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

芦
屋
市
総
合
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

〜
四
月
に
一
部
オ
ー
プ
ン
〜

問
い
合
わ
せ
　
公
園
緑
地
課
　
1
#8
２
０
６
５
　

問い合わせ　児童課児童福祉担当　138-2045

九
年
度
ま
で
を
期
間
と
し
て
作
成
し
ま
す
。

実
質
的
に
は
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成

十
七
年
度
ま
で
の
、
地
域
で
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
と
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険

料
水
準
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
計
画
期
間
の
サ
ー
ビ
ス
量
等
の
推

計(

中
間
ま
と
め)

か
ら
介
護
保
険
料
を
算

出
し
た
と
こ
ろ
三
千
三
百
円
を
上
回
る
金

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
第
２
期
介
護
保
険
事
業
計
画(

中
間
ま
と
め)

』

　
　
　
　
　
　
　
　
の
市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
高
年
福
祉
課
介
護
保
険
担
当
　
1
#8
２
０
２
４

平成１５年　成人式

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-0358

日　時　１月13日(月・祝)午後１時～２時(午後０時30分開場)
会　場　ルナ・ホール
対　象　昭和57年４月２日から昭和58年４月１日に出生された

かた(年賀はがきでご案内しています)
お願い　・車での来場はご遠慮ください
　　　　・平服でお越しください

・会場入口が大変混雑いたしますので、速やかにご
入場ください

　　　　・会場内では携帯電話や私語はお慎みください

＊車でのお越しはご遠慮ください

日　時　２月８日(土)・９日(日)  １泊２日
集　合　午前７時30分に精道小学校東側
行き先　東鉢伏高原スキー場

(兵庫県養父郡関宮町)
対　象　母子家庭の親子
費　用　一人5,000円(スキー服・　　

道具レンタル料含む)
定　員　40人(先着順)
申し込み　１月６日(月)から電話で下記へ

緑の相談所� 管理棟�クラブハウス�陸上競技場� 駐車場�上水・処理水�
ポンプ室�芦屋市総合公園�



3

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【1月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

(資）神明商会

中央水道工務所

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

31-8548

22-3565

22-3552

店　名 TEL 当番日

１、14、20、26

２、８、21、27

３、９、15、28

４、10、16、22

５、11、17、23、29

６、12、18、24、30

７、13、19、25、31

民
セ
ン
タ
ー
の
辺
り
は
紅
葉
が
始
ま
っ
て
い

た
。
贈
呈
式
で
は
北
村
春
江
市
長
さ
ん
は
じ

め
皆
さ
ん
か
ら
、
心
の
込
も
っ
た
お
世
話
を

い
た
だ
き
、
お
蔭
で
楽
し
い
時
間
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
富
田
砕
花
の
短
歌
を
、

村
上
翔
雲
先
生
が
か
か
れ
た
書
を
い
た
だ
い

た
の
も
望
外
の
喜
び
だ
っ
た
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
東
京
の
練
馬
区
東
大
泉

に
、
日
本
の
植
物
学
の
権
威
だ
っ
た
牧
野
富

太
郎
博
士
の
住
居
跡
が
あ
り
牧
野
記
念
庭
園

に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
私
の
散
歩
コ
ー
ス

で
度
々
訪
れ
る
。
博
士
遺
愛
の
三
四
〇
種
類

に
及
ぶ
草
木
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
い
ま
は

ど
う
だ
ん

楓
や
満
天
星
の
紅
葉
が
庭
園
の
主
役
で
、
飯

桐
も
赤
い
実
を
総
状
に
た
れ
て
見
事
で
あ
る
。

　
牧
野
博
士
は
正
式
の
学
歴
は
小
学
一
年
生

の
み
で
東
大
講
師
を
務
め
、
理
学
博
士
の
学せき

位
を
受
け
、
日
本
の
植
物
学
を
確
立
し
た
碵

が
く学

で
あ
る
。
昔
の
学
者
や
文
化
人
に
は
自
己

う
た

の
思
想
や
感
懐
を
和
歌
に
託
し
て
詠
っ
た
人

が
多
い
。
砕
花
や
牧
野
博
士
も
こ
れ
に
共
通

ひ
つ
じ

す
る
。
牧
野
展
示
品
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年賀状のことなど
詩人　木津川　昭夫

■ホームページ作成講座

　ホームページビルダーを使って、ＰＴＡやサーク
ルなど、グループのホームページを作ってみません
か。グループに所属のかたは申し込みはがきにグルー
プ名を記入してください(グループに所属していなく
ても参加は可です)。
日　時　１月24日～２月21日、全５回、金曜日
　　　　午後１時15分～３時30分　
会　場　市民センター217室
定　員　18人
費　用　3,000円

　あなたは子どもに性をどう伝えていますか？性を
科学的に、健康・安全の視点から考えます。
日　時　１月26日(日)午後２～４時
会　場　女性センター
講　師　足立泰代氏(メグさんの性教育ファシリテー
　　　　ター養成講座終了生)
対　象　小学１～３年生の親子30組と性教育に関心
　　　　のある大人10人(多数の場合は抽選)
申し込み　電話、ファクス(38-2175)、はがき、Ｅメ
　　　　　ール(josei-ce＠city.ashiya.hyogo.jp)のいず
　　　　　れかで、住所・氏名・電話番号・ファク
　　　　　ス番号、子どもの氏名・学年・性別を記
　　　　　入の上、１月17日(金)までに女性センタ
　　　　　ーへ

女性センターからのお知らせ

市民企画講座　親子性教育講座
　　～ぼくは、わたしは大切ないのち～

問い合わせ

公民館　135-0700(〒659-0068　業平町8-24)

冬季　気軽にウォーキング講座
日　時　①１月18日(土)②１月27日(月)③２月15日(土)④２月
　　　　27日(木)、いずれも午前９時30分～11時
会　場　①呉川公園②上宮川公園③阪急芦屋川北側広場④仲ノ
　　　　池緑地
講　師　日本ウォーキング協会公認指導員
内　容　講義：１日１万歩の根拠やメディカルチェック
　　　　実技：ウォーキングの運動強度・時間・フォーム・ス
　　　　　　　トレッチング、靴の選び方や持ち物
申し込み　当日直接会場へ

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-7910

■やや中級のかたのパソコン講座

文字の入力が出来るかたの次のステップ講座です。
日　時　１月23日～２月20日、 全５回、木曜日
　　　　午後１時15分～３時15分
会　場　市民センター217室
定　員　18人
費　用　2,000円

■申し込み　いずれの講座も、往復はがきに、①講
　　　　　　座名②住所③氏名④電話番号⑤年齢⑥
　　　　　　性別を記入し、１月11日(土)＜消印有
　　　　　　効＞までに公民館へ郵送

問い合わせ　女性センター　138-2023
(〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)

　海と産業との関わりを中心に幅広い分野から講師を
招いて海事産業の現状と将来への展望を探ります。
　
日　時　２月22日(土)午後１時～３時50分
会　場　海技大学校
定　員　先着200人
申し込み　往復はがきに、郵便番号、住所 (在勤は勤務
　　　　　先)、氏名、電話番号、年齢、性別、「講演
　　　　　受講希望」をご記入の上、１月3 1日(金)ま
　　　　　でに「海技大学校総務課講演会」係へ。返信
　　　　　用にも、郵便番号、住所、氏名を記入。
プログラム

①「南極観測と南極の生物―その不思議を探る」
　講師：国立極地研究所教授、元南極観測隊長・越冬　
　　　　隊長・内藤靖彦氏
②「マリンレジャーに関わる安全対策について」
　講師：海上保安庁神戸海上保安部航行安全課長・　
　　　　山本雅司氏

問い合わせ　海技大学校

138-6202(〒659-0026 西蔵町12-24)

１月の相談日のお知らせ

女性センター相談専用電話　138-2022
専門の相談員が相談に応じます
●女性の悩み相談(要予約)　
日　時　６日・20日・27日(月)
　　　　午後１時～４時
内　容　夫婦・家族関係、心の悩みなど
●暴力(ＤＶ)に関する相談(要予約)
日　時　８日(水)午後１時～４時
内　容　夫や親しい関係にある男性からの暴力(ＤＶ)
　　　　など

海技大学校 特別講演会－海と産業－

日　時　①１月22日(水)午後１時30分～４時
　　　　②１月23日(木)午後１時30分～４時
　　　　③１月24日(金)午前10時～午後０時30分
会　場　①保健センター
　　　　②体育館・青少年センター
　　　　③市民センター別館・料理室
内　容　①「耐糖能異常(糖尿病)予防について」
　　　　　「血糖値が高い人の食事について」
　　　　②「楽しく続けられるウォーキング～継続
　　　　　　こそ力なり、動機は不純な方が良い～」
　　　　③「耐糖能異常(糖尿病)予防のヘルシーメ　
　　　　　　ニュー」
講　師　①松葉医院院長・松葉光史氏
　　　　　保健センター・名村管理栄養士
　　　　②文化振興財団・松永トレーニング指導士
　　　　③保健センター・名村管理栄養士 ほか
持ち物　②運動のできる服装で
　　　　③材料費600円、エプロン、ふきん、三角巾
定　員　いずれも30人(予約制)

栄養指導講習会
～耐糖能異常(糖尿病)予防教室～

問い合わせ　保健センター　131-1586

　健康診査の結果、血糖値が少し高い人を対象に
耐糖能異常予防教室を開催します。受講修了者は、
６カ月間の運動教室に参加できます。

公　民　館　講　座

問い合わせ　美術博物館　138-5432

　作品発表の場としてご利用ください。
期　間　１週間単位(原則火曜～日曜の６日間)
　　　　(Ａ)５月13日～18日
　　　　(Ｂ)５月20日～25日
　　　　(Ｃ)５月27日～６月１日
　　　　(Ｄ)６月３日～８日
対　象　市内在住、在勤、在学(絵画教室等を
　　　　含む)の個人、グループ(出品する代表
　　　　者が前記に該当すること)

ジャンル　絵画( 油絵、日本画、水彩画、墨絵
　　　　　など)、工芸(陶芸、染色など)、写
　　　　　真ほか
＊異臭を放つもの、なま物、生花の展示は不可
使用料　５万円/１週間(部屋とパネルの使用料
　　　　を含む)
申し込み　１月６日(月)から美術博物館・管理
　　　　　課へ( 原則先着順。場合により調整
　　　　　あり)

平成15年度　市民ギャラリー貸し出し受付開始
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みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)

情報番組・長寿の食卓
芦屋の人(＊)

芦屋市民企画番組(＊)
ＩＴくん Ｑ＆Ａ
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組)
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開始時刻

フォーカス芦屋「市長と話す芦屋のまち」

メンバー募集・イベント情報・匠
「稲畑汀子さん(俳人)」

「高校生と話そう」
インターネット「検索」
「芦屋浜自治連もちつき」「芦屋物語PART１」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「犬のおつかい」

「バイオマスって知ってます？」

00
05

40
50

00
20
25
45
50
00

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■９チャンネルの番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する
問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Broad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

未来色に描かれそめし海辺の街
南芦屋浜

　全体面積約6.8ヘクタール、そのうち砂浜の面積が約5.5ヘ
クタールの人工海浜の整備が進められています。一部を除
き、今春から開放します。また、砂浜東端には磯浜が約1.3
ヘクタール整備され、干潮時には最大水深60cm程度の水た

すきま

まりとなります。生物生息に配慮した隙間やくぼみを形成
し、生物観察もできるようになっています。また、人工海浜
の北側には緑地が設けられ松林や芝生広場を整備し、今春に
はその東部分が開放される予定です。

　森の中で、スポーツはいかがでしょうか。阪神・淡路大
震災を教訓とした広域避難地として、また子どもからお年
寄りまで集える緑ゆたかなグリーンエリアとして、芦屋市
総合公園の整備を進めています。すでに、クラブハウス・
管理棟、緑の相談所棟が完成しています。
　現在、400ｍトラックの整備と植栽工事等が行なわれ、
今春には一部が利用可能となります。

　ウォーターパーク西側の「憩いの
広場」。
　昨年夏、高度処理水を利用した
せせらぎでは、多くの子どもたち
が水遊びに興じました。
　親水中央公園は、せせらぎのある

公園として今春から開放します。中央部分には幅４ｍ程度のせ
せらぎを設け、夏には子どもたちが水遊びのできる施設となり
ます。園内には植栽を施し、多目的広場等も整備されます。

　暮らしの心地よさを競い合う個性的な75邸の家々が、美しい街並みを創り出しました。１月中旬には分譲
の受け付けが始まります。１戸建ての専用住宅として景観面にも十分配慮し、ゆったりとした敷地に余裕の
ある建物面積を持った住宅です。

白砂青松の浜辺ふたたび

南芦屋浜ウォーターパーク・親水公園

　

「市民の森」・総合公園

　“人間サイズのまちづくり”が進む南芦屋浜。市民はもとより、全国的に親しまれる街の愛称を募集します。
　◆締め切り　２月10日(月)＜消印有効＞
　◆優秀賞　１点・賞金10万円(同名応募多数の場合は抽選で選出)。
　　　　　　その他、応募者の中から抽選で５人にウェスティンホテル淡路ペア宿泊券を贈呈します。
　◆応募方法　はがき、持参またはメール(Ａ４版白紙を縦長に使用、用紙１枚につき１点。１人で何点でも
　　　　　　　応募可)で。愛称および100字以内の説明、住所、氏名、年齢、性別、職業を明記してください。
　◆応募先　〒650-8567　兵庫県企業庁南芦屋浜整備課　1078-362-3692(直通)
　　Ｅメール　minamiashiyahamaseibika＠pref.hyogo.jp　　ホームページ　http://web.pref.hyogo.jp/minamiashiyahama/

南芦屋浜事業計画図

ゆとりと彩りにこだわった街並み・海洋町

「芦屋の新しいまち」の愛称を募集します

　

長谷川三郎「芦屋浜風景」大正12(1923)年　50.0×60.5　油彩・布

山田皓斎「六甲山風景」昭和15(1940)年　65.7×91.0　岩絵具・紙

吉田喜蔵「芦屋の山より」昭和12(1937)年　31.7×40.5　パステル・紙

はせがわ　さぶろう
　明治39年(1906)生ま
れ。洋画家。大正７年
(1918)芦屋に移る。大
正13年(1924)から信濃
橋洋画研究所に通い、
小出楢重の教えを受け
る。東京帝大卒業後に
は渡米・渡欧し、帰国
後の昭和９年(1934)に、
新時代洋画展を創立。
日本の抽象絵画のパイ
オニア。抽象芸術推進
の拠点となり中核と
なった「自由美術家協
会」の中心人物。作
家・評論家・思想家と
しても活躍。昭和32年
(1957)没。◆この絵は高
校生時代に永保橋付近を
描いた素朴な作品。

やまだ　こうさい　明治39年(1906)生まれ。日本画家。青木大乗に師事。洋
画・日本画の区別は無意味と考え、ともに制作。昭和13年(1938)より芦屋に
転居。昭和23年(1948)には芦屋市美術協会の創立会員となり、日本画一筋に
打ち込む。昭和29年(1954)新美術協会を主宰。平成９年(1997)没。

よしだ　きぞう　
　明治22年(1889)生まれ。
洋画家。黒田清輝に師事。
明治42年(1909)には、作品
が宮内庁の買い上げとな
る。昭和２年(1927)にフラ
ンスより帰国し、帝展に
入選する。昭和４年(1929)
「アシヤ洋画研究所」を
開設、油彩を教える。この
頃より、山・海・港などを
主なモチーフとしたパス
テル画を描き、大阪・神
戸でパステル画展を毎年
開催。昭和18年(1943)没。

絵画になった芦屋
新年紙上美術館

　芦屋市立美術博物館が平成３年(1991年)にオープンして以来、美術館が購入または寄贈さ

れ館蔵となった美術品は、市民一人ひとりにとっての宝物といえるものです。しかも、そこ

に多くの芸術家の心を動かせた“かつての芦屋”が描かれていたとすればどうでしょうか。

　年頭にあたり、心ゆたかに美術博物館の館蔵する名画を鑑賞したいと思います。美の巨匠

たちがその目で見、描いた芦屋…。「紙上美術館」で、至宝の数々をお楽しみください。

吉原治良
「業平橋」
　大正15(1926)年頃
　　38.0×45.0
　　油彩・布

吉原治良「芦屋川の見える静物」昭和３(1928)年　45.9×60.5　油彩・布

小出楢重「海辺風景」昭和５(1930)年　45.7×53.6　油彩・布

山崎隆夫「芦屋川」昭和63(1988)年　60.5×72.5　油彩・布

よしはら　じろう　明治38年(1905)生まれ。洋画家。芦屋在住の上山二郎
に兄事し、東郷青児や藤田嗣治を知る。昭和９年(1934)、藤田の勧めで二
科展に出品し入選。戦前から純粋抽象の作品を描き、二科会の九室会に属
す。昭和23年(1948)、芦屋市美術協会の結成に参加し代表となる。昭和29
年(1954)「具体美術協会」を結成し、リーダーとして関西における前衛美
術運動の興隆に大きく貢献。昭和47年(1972)没。◆「芦屋川の見える静物」
は、精道村樋口新田(現在の公光町)から対岸を見た風景。その頃建てられ
始めた洋館が描かれており、阪神間のモダンな雰囲気を伝えている。

こいで　ならしげ　明治20年(1887)生ま
れ。洋画家。大正13年(1924)、鍋井克
之・黒田重太郎・国枝金三らと信濃橋洋
画研究所を開設。昭和元年(1926)芦屋に
転居、翌年アトリエを構える。大阪・芦
屋の阪神間を制作活動の拠点とした数少
ない洋画家の一人。卓越した素描に定評。
裸婦像の名手として「裸婦の楢重」の名
で呼ばれている。昭和６年(1931)没。
 ◆この作品は、南フランスに似通って
いるとの理由で好んでいた、芦屋川の河
口近くから海を眺めた風景。楢重の最後
の作品。

やまざき　たかお　明治38年(1905)生まれ。洋画家。神戸高等商業
学校在学中から信濃橋洋画研究所に通い、後に小出楢重に師事。楢
重の没後、昭和12年(1937)より小出の旧居・芦屋のアトリエに住
む。国画会会員。平成３年(1991)没。◆この絵は、阪神芦屋駅付近か
ら芦屋川に沿って山側を望んだ時の風景。これを描いたとき山崎は、
すでに芦屋を離れ20年以上経っていた。この地を懐かしむ画家の気持
ちが伝わってくる作品。

移築された小出楢重のアトリエ

日　時　１月10日～30日午
前９時～午後５時

　　　　(土・日・祝日を
除く)

会　場　女性センター

問い合わせ　女性センター　138-2023

(大原町2-6　ラ・モール芦屋２階)

女性センターミニ展示

「マヤ女性の今」古谷桂信写真展

　グアテマラのマヤ女性たち
が示した、勇気の記録です。

ＮＨＫ公開セミナー

ウィーン～美術の都への誘い～
日　時　１月29日(水)午後１時30分～３時
会　場　ルナ・ホール　
講　師　神戸市立小磯記念美術館長・西村矩夫氏
申し込み　往復はがきに、住所・氏名・電話番号を記入し、１

月16日(木)までに、公民館「ＮＨＫ公開セミナー」
係へ。１枚で１人、入場できます。

　
☆参加者には、京都国立近代美術館で３月23日(日)まで開催
の、「ウィーン美術史美術館名品展～ルネサンスからバロッ
クへ」の招待券（一人１枚）を進呈。

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068　業平町8-24)

昨年の市長賞受賞作
(釜井篤男氏撮影)

ヒューマンライツシアター「ビヨンド・サイレンス」
　ろうの両親を持ち、幼い頃から両親を助け家庭を切り盛りする
少女。クラリネットと出会い、音楽の素晴らしさに目覚め、音楽
家への道を歩み始めるが、父は猛反対し、ふたりの間に深い亀裂
を生むことになってしまう…。

日　時　１月24日(金)午後６時30分～８時23分
　　　　１月25日(土)午前10時30分～午後０時23分
　　　　　　　　　　午後１時30分～３時23分
会　場　上宮川文化センター　ホール
監　督　カロリーヌ・リンク
出　演　シルビー・テステュー
　　　　タティアーナ・トゥリープほか
定　員　各回100人(当日先着順)

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

日　時　１月12日(日)午前10時～正午
会　場　精道小学校グラウンド
内　容　１部：式典
　　　　２部：救急・救助・消防演技　　　
＊救急バイクでの写真撮影、
風船のプレゼント等あり
ます。　　　　　　　
＊写真コンテスト同時開催。
＊家族おそろいでご来場く
ださい。

消 防 出 初 め 式

問い合わせ　消防本部総務課　138-2095

人工海浜人工海浜�人工海浜�

ウォーターパークウォーターパーク�ウォーターパーク�

親水公園イメージイラスト親水公園イメージイラスト�親水公園イメージイラスト�

海洋町・街並みイメージイラスト海洋町・街並みイメージイラスト�海洋町・街並みイメージイラスト� キャナルパークキャナルパーク�キャナルパーク�
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不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
　(粗大ごみの申し込み)　　 受　付　122-2166
　(ごみの持ち込み)　　 環境施設課　132-5391
　(ごみ収集全般)　 環境サービス課　122-2155

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.9.1～15生まれ
H14.9.16～30生まれ
（無料）

H14.1月生まれ（無料）

H13.7.1～15生まれ
H13.7.16～31生まれ
（無料）

H11.9月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談
事業所検診
（電話予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成、診察、尿・血液検
査、胸部X線、心電図、エ
イズ検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎
ウィルス検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）

老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等の相談
(精神科専門医）

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

14日
13：30～14：30

23日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

17日
13：00～14：00

21日
13：30～14：30

10日
10：00～12：00

20日
13：30～15：30

7日・14日
10：00～12：00

20日
13：30～15：30

随時

23日
9：30～10：30

27日
9：45～11：30

7・28日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

16・30日13：15～14：00
場所　保健センター

9日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

20日
9：30～10：30

22日
13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申込みください

3月分予約受付中
9：15～

2月分予約受付中
9：30～10：00

21日
9：30～11：00

7・28日
13：00～15：00

9・16・20・23・27日
9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：7・14・
21・28・2/4日　午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

10日
9：30～10：30
　血液検査前
　4時間絶飲絶食

■日曜・祝日救急当番医

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年11月22日（金）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

晴　れ
12.2

雨
11.2

流入水
　20.0
　　6.9
　   89
　 162
39,000

処理水
　21.1　
　　6.2　
11　
　　5.6　
　8　

流入水
　19.0
　　7.2
　  112
　   127
41,000

処理水
　21.2　
　　6.5　
　7　
　　4.6　
　0　

平成14年12月4日（水）

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

１月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　１　２　３　４
５　６　７　８　９　10　11
12　13　14　15　16　17　18
19　20　21　22　23　24　25
26　27　28　29　30　31

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

２月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　　　１
２　３　４　５　６　７　８
９　10　11　12　13　14　15
16　17　18　19　20　21　22
23　24　25　26　27　28

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル

●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
１/１日　藤田歯科診療所 1２５－０６４６
１/２日　長谷川歯科医院 1３４－０２１２
１/３日　能冶歯科医院 1３２－３３８６
１/５日　原田歯科医院 1３１－３０３３
１/12日　杉井歯科 1２１－２５２５
１/13日　高田診療所 1３１－２２２９
１/19日　多田羅歯科医院 1３２－１９１３
１/26日　田畑歯科医院 1２１－５６５５
２/２日　坪内歯科医院 1２２－１７１２
●夜間在宅輪番(　)内は診療科目
※１月３日を除き、金曜日20時～23時は下記の通り。
１/10日　山田医院(内) 1２２－９３５１
１/17日　柿沼産婦人科(婦、内) 1３１－１２３４
１/24日　野村医院(内、神) 1２２－５５０５
１/31日　杉岡クリニック(内) 1２５－５３３５
２/７日　松村内科クリニック(内) 1３１－０８１３
※金曜日23時～翌日７時、１月３日と金曜日以外の
　20時～翌日７時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、9時～16時
　場　所…尼崎医療センター
　　　　　(尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701)

（ ）

24日
13：30～14：30

小児を対象に医師による
健診

●芦屋病院健康教室
テーマ　癌シリーズⅢ「がんの治療最前線」
　①「がん細胞にだけ効く薬ができました～分子標
　　的治療薬～」　　　　平野泰健薬剤科科長補佐
　②「進行がんでもあきらめずに治癒をめざします

しょう

　　～末梢血幹細胞移植など」園田隆腫瘍内科部長
　③「心のケアで安心して治療を受けてもらえます」
　　　　　　　　　　西川富貴子医療相談担当主査
日　時　１月15日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科側(東側)ロビ－
問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当

●糖尿病教室
日　時　１月10日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
内　容　「未来の糖尿病薬」　　　　　薬剤科職員
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●芦屋市特定疾患療養補助金
【入院時対象疾患】溶血性貧血、肺線維症、特発性
　心筋症、免疫不全症候群、メニエル病、脳せき髄
　血管異常、慢性腎炎、慢性膵炎、難治性肝炎のう
　ち肝硬変・慢性肝炎
【通院時対象疾患】橋本病、突発性難聴、シモンズ・
　シーハン病、クッシング病・尿崩症、ネフローゼ
　症候群、悪性腎硬化症
認定要件　上記の疾病があり、芦屋市に引き続き
　　　　６カ月以上住所を有するかた
補助金額　認定された月から、月額5,000円を支給
申請手続き　

　①特定疾病療養補助金認定申請書(医師の証明要)。
　　対象疾患に該当する病名の診断を受けたときに、
　　認定申請手続きを行なってください。認定前の
　　期間は、補助対象とはなりません。
　②市で認定要件を確認し、認定通知書を発行。

請求手続き

　市から補助金請求書(医師の証明が必要)を年２回送
付します。医療機関で、対象疾患の受診月の証明を受
けてください。
問い合わせ　保健センター

●献血にご協力を
日　時　１月28日(火)午前10時～午後３時30分
　　　　(正午～午後１時を除く)
会　場　保健センター
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室（母親学級）前期クラス
①２月５日(水)午後１時30分～３時30分
　「マタニティエクササイズ」
　「妊娠中こんなことに気をつけよう」
②２月19日(水)午前９時30分～正午
　「妊娠中の食事～貧血予防のヘルシーメニュー～」
　　(調理実習)
③２月26日(水)午後１時30分～３時30分
　「歯科検診と歯の健康相談」
会　場　保健センター、
　　　　市民センター別館・料理室
定　員　25人(予約制)
費　用　1,000円(テキスト代、材料費)
問い合わせ　保健センター　

●アレルギー教室
内　容　「花粉注意報～今年の大量飛散に向けて～」
日　時　１月31日(金)午後１時30分～３時30分
会　場　保健センター
講　師　芦屋病院耳鼻咽喉科・吉村史郎部長
定　員　30人(予約制)、託児あり
問い合わせ　保健センター

27日・29日
13：30～14：30

3カ月～4歳未満児（母子健康手
帳・申込書・体温計持参・無料）
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◆芦屋病院嘱託職員募集
�医療補助職。時間給1,077円～1,337円
�45歳くらいまで、１人　�芦屋病院
総務課管理担当(131-2156)

◆毎月第２火曜日は公正証書相談の日
�１月14日(火)13時～16時、※２月11日
(火)は祝日のため次回は３月11日(火)に
なります　�コミュニティ課相談室　�
遺言書、金銭貸借・土地建物賃貸借契約
書、養育費の支払い等の公正証書に関す
る相談を神戸合同公証役場公証人がお受
けします　�コミュニティ課(138-2007)

◆リサイクル教室『羊の押し絵』
�古布と牛乳パックをつかった壁飾り　
�１月20日(月)13時30分～15時30分　
�分庁舎２階大会議室　�裁縫道具　
�材料費100円程度　�消費生活セン
ター(138-2034)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�＆�上宮川文化センター(122-
9229　〒659-0061 上宮川町10-5)
【親子パソコン教室：ホームページをつくろう】
�デジカメ写真の取り込みからホームペ
ージ作成まで　�２月１日(土)10時～12
時・15日(土)９時30分～12時30分(全２回)
�小学生と保護者、６組12人　�500円
(教材費)　�はがきに、郵便番号、住
所、氏名(親子共)、年齢(学年)、電話番
号を記入し、１月15日(水)までに上宮川
文化センターへ。結果は、受講者へのみ
連絡します。(応募多数の場合は抽選)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�１月15日「ビューティフル・マイ
ンド」／22日「夜の大捜査線」／29日
「シッピング・ニュース」／(いずれも水
曜日)13時30分～　�30人(当日先着順)
【ひよこひろば】
�１月16日、30日(いずれも木曜日)13時
30分～14時30分　�親子での自由遊び
と手遊び　�２歳児(平成14年４月１日
現在)と保護者、各16組(先着順)　�１
月15日(水)９時30分から電話受付
【親子ひろば見学会】
平成15年度の親子ひろば入級希望者の見
学を受け付けています。対象は３歳児
(平成15年４月１日現在)と保護者。日程
等詳細は電話で。

◆ねこの引き取り日を変更します
　通常は毎月第３水曜日ですが、１月は、
22日(水)９時30分～10時に変更します。
�市役所南館玄関横　�＜生後91日以上
＞１匹につき1,700円、＜生後90日以下＞
10匹まで1,700円、飼い主のない拾得ねこ
は無料　�環境管理課(138-2050)

◆都市整備公社みどりの課からのお知らせ
�都市整備公社みどりの課(138-2103)
【緑の相談所１月の開設日】
　１月８日(水)から平常どおり開設しま
す。通常の開設日は毎週水・金曜日と第
１・第３月曜日の各９時～12時です。１
月は８日(水)・10日(金)・15日(水)・17
日(金)・20日(月)・22日(水)・24日(金)
・29日(水)・31日(金)に開設します。
【花と緑の講習会開催のお知らせ】
受講者全員に花苗をプレゼントします
�①効果的な肥料の使い方②多肉植物を
使ったタペストリー(壁掛け)③冬を楽し
むコンテナガーデン　�①１月22日(水)
②１月24日(金)③１月27日(月)いずれも
13時30分～15時30分　�緑の相談所　
	緑の相談員　�①無料②③3,000円　
�先着18人　�①１月20日(月)②１月17
日(金)③１月20日(月)までに上記へ

◆“国民年金”から20歳になるあなたへ
　日本に住んでいる20歳から60歳まで
の人は、すべて国民年金に加入すること
になっています。
　国民年金は、老後の生活を保障するだ
けでなく、病気や事故で障害が残ったと
きや一家の大黒柱を失ったとき、あなた
や家族が基礎年金を受けられるよう保障
されています。20歳になるかたに、案内
状をお送りしています。学生かどうかの
確認等も含まれていますので同封してい
る加入届を必ずご返送ください。後日
「年金手帳」をお送りします。この年金
手帳は生涯にわたって使用しますので、
大切に保管してください。
�保険年金課年金担当(138-2036)

◆障害福祉課からのお知らせ
�障害福祉課(138-2043 FAX38-2178)
【身体障害者移動相談】
�１月31日(金)９時30分～　�川西市役所
�身体障害者手帳所持の肢体不自由者　
【１月障害者相談日】
�１月10日、17日、24日(いずれも金曜
日)13時30分～　�10日：知的障害、そ
の他：身体障害　�福祉事務所相談室

◆教育委員会総務課からのお知らせ
�教育委員会総務課(138-2085)
【私立幼稚園就園奨励補助金(後期分)の
　交付申請をしてください】
　市内に居住(住民登録)し、私立幼稚園
に通園している園児(３～５歳児)の保護
者に奨励金を交付します。下記に該当す
るかたは、平成14年度後期分(10月～3
月)の交付申請を、１月17日(金)までに
教育委員会総務課へしてください。前期
に申請されたかたは、転園等の変更がな
い限り今回は申請の必要はありません。
基準…平成13年分の世帯合算の総所得金
額が500万円以下または平成14年度の世
帯合算の市民税所得割課税額が102,100円
以下の世帯。
添付書類…平成14年度の市県民税課税証
明書または市民税納税通知書等(写し可)
【私立、国立小・中学校へ入学する児童
　・生徒の届け出】
　私立または国立の小・中学校へ入学さ
れるかたは、事前に届け出が必要です。
入学許可書と印鑑を持って教育委員会総
務課へお越しください。
【外国人で市立小・中学校へ入学を希望
　されるかたへ】
　外国人のかたで、市立小・中学校に入
学(新１年生を含む)を希望されるかたは、
子どもの外国人登録証明書と印鑑を持っ
て教育委員会総務課へお越しください。

◆立命館大学社会人特別入試推薦募集
�書類選考と市教育委員会での面接によ
り立命館大学の社会人特別入試コースに
推薦。合否は立命館大学での書類選考と
面接で決定。平成15年４月入学　�市
の生涯学習事業を受講した23歳以上の市
民で、大学受験資格を有するかた等※詳
細は下記へ　�＆�１月10日(金)までに
生涯学習課(138-2091)へ

◆公民館の催し
�公民館(135-0700)
【文学に親しむつどい：空海と書】
�１月10日(金)13時30分～15時　�市民
センター301室　	岸田知子氏(高野山大
学教授)　�120人(当日直接会場へ)
【パソコン・セミナー】
�１月17日(金)10時～11時30分　�市民
センター301室　	佐々木恵子氏　�60
人(当日直接会場へ)

◆国際交流協会(ACA)の催し
�国際交流協会(134-6340)
【大人のための楽しい英語教室欠員補充】
�中学２年生程度　�１月～３月の水曜
日10時～11時45分　�受講料10,500円
(別途ACA年会費とテキスト代が必要)
【第68回ACAトワイライトコンサート
　「新春シャンソン・コンサート」】
�１月17日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　
湯井一葉、西川真　
�100人(当日直接会場へ)

◆図書館の催し
�図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�１月11日、18日、25日(いずれも土曜
日)14時～15時　�図書館・おはなしの
へやほか　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�１月11日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上
(保護者参加可)
【金曜シネサロン】
�＆�１月10日「利休」／17日「駅　
ＳＴＡＴＩＯＮ」／24日「夜汽車」／
31日「Ｗの悲劇」(いずれも金曜日)13時
30分～　�図書館・集会室

◆芦屋病院院内コンサート
�１月12日(日)14時30分～15時30分　
�芦屋病院外来棟５階ホール　�ニュー
イヤー・コンサート　
飯山友子(ソプ
ラノ)、留由美子、金澤佳代子(ピア
ノ)、喜多内十三造(朗読)　�芦屋病院
総務課管理担当(131-2156)

◆平成14年度第３回危険物取扱者試験
�２月16日(日)10時～　�神戸市ほか　
�甲種および乙種全類　�１月６日～９
日９時～15時に消防本部予防課予防担当へ
�消防本部予防課予防担当(138-2098)

◆社会福祉協議会からのお知らせ
�社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�１月８日(水)、16日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�１月18日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上
の独身のかた
【「あし笛」リスナー募集】
「あし笛」は、視覚障害者のかた向けの
朗読テープを作成しているボランティア
グループです。ニュース、話題の図書な
ど、楽しいテープを視覚障害者に無料で
発送しています。一度お聞きになりませ
んか。希望者は社会福祉協議会まで。

◆役に立つスポーツテーピング講習会
�１月25日(土)10時～16時30分　�市民
センター301室　	スポーツトレーナー
・古瀬村雅央氏　�1,000円(材料費・当
日徴収)　�＆�１月17日(金)までに芦
屋市体育協会事務局(122-7910)へ

◆放送大学学生募集
�２月28日(金)まで。資料請求は下記ま
たはホームページ(http://www.u-air.ac.jp/
hp)でできます　�放送大学兵庫学習セ
ンター(10798-48-5486  FAX0798-48-5429
資料請求フリーダイヤル0120-864-600)

◆年金相談会を開催
�年金に関する相談に社会保険事務所職
員が応じます。気軽にお越しください。
�①１月21日(火)②22日(水)いずれも10
時30分～12時・13時～16時　�①図書
館②ラポルテ市民サービスコーナー　�
年金手帳、納付書、年金証書、認印など
�西宮社会保険事務所(10798-33-1285)

◆兵庫県障害者技能競技大会参加者募集
�２月２日(日)８時50分～16時　�兵庫
職業能力開発促進センター　�身体障害
者部門…①機械ＣＡＤ20人②ワープロ
20人③表計算20人、知的障害者部門…
ワープロ15人　�次の①～④に全て該
当するかた①身体障害者手帳または療育
手帳を所持するかた②平成15年４月１日
現在満15歳以上のかた③兵庫県内の事業
所に勤務しているか、兵庫県内に住居が
あるまたは職業訓練施設等に在籍してい
るかた④これまで全国および兵庫県大会
で同じ種目で金賞を受賞していないかた
�１月10日(金)までに右記へ　�(財)兵
庫県障害者雇用促進協会(1078-360-3681
FAX078-360-3684)

11/10～12/４までの受入順(敬称略)
財政課取り扱い分
●８千円、匿名
公園緑地課取り扱い分
[総合公園の完成を祝して]
●138万６千円、国際ソロプチミスト芦屋
保健福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のために]
●18万７千円、飯田 隠遺徳顕彰会
[震災遺児のために]
●１万円、匿名
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●３万円、匿名　●２万円、匿名
芦屋病院取り扱い分
●10万円、匿名
社会福祉協議会取り扱い分
●３千円、市民Ｋ

ラポルテ市民サービスコーナー(ラポ
ルテ本館３階131-3130)は、１月１日
から５日は休業します。開業日の執務
時間は９時～17時15分です。９時～10
時は東側階段かシースルーエレベータ
ーをご利用ください。

体育館・青少年センター競技場開放日
�１月11日(土)10時～17時(１時間単
位、待機者が無ければ延長可)　�市
内の青少年、保護者(小学校３年生以
下保護者同伴)　�卓球、バドミントン
�体育館・青少年センター(131-8228)

【浜風の家の催し】
�①１日工作教室②人形劇③コンピュー
タ講座④カプラ積木であそぼう⑤浜風の
家子どもフェスティバル　�①１月11日
(土)13時30分～15時②12日(日)14時～15
時③15日(水)13時30分～14時30分④18日
(土)13時30分～15時30分⑤25日(土)14時
～14時20分：人形劇、14時30分～16時15
分：昔あそび、26日(日)13時～13時40
分：紙芝居、14時～15時30分：工作、詳
細は右記へ　�＆�浜風の家(135-5700)

【三八通り親子路地遊び】
�１月５日(日)13時～15時30分　�茶屋
公園内　�曲芸コマ回しの実演、親子で
コマ回し、メンコ遊び等　�芦屋市三八
会イベント実行委員会・橋本(122-4928)

【新春チャリティコンサート】
�１月11日(土)13時～16時30分　�ルナ
・ホール　
岩井豊子、杉浦知美、※世
界平和ポスターコンクール作品展示・表
彰式、聴導犬のデモンストレーションも
同時開催　�芦屋ハーモニーライオンズ
クラブ・大川(135-8448)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�１月８日(水)・22日(水)10時～　�＆
�ワークホームつつじ・藤川(122-7044)

【モンゴル伝統楽器・馬頭琴演奏による
　阪神・淡路大震災追悼コンサート】
�１月17日(金)10時～11時30分　�ルナ
・ホール(小ホール)　
スーホー　
�160人※当日直接会場へ　�21世紀あ
しや生涯学習・村尾(1078-811-3949)

【１・１７メモリアルコンサート】
�１月17日(金)18時30分～　�＆�日本キ
リスト改革派芦屋教会・西田(132-3045)

【展示と上映会：あの日を忘れない】
�１月1８日(土)13時30分～　�防災絵本
の上映。展示は13日より。詳細は下記へ
�＆�集・空・間Ｔｉｏ(125-0177)

【１日年賀状展とおしゃべりコーナー】
�１月29日(水)10時～16時　�自立した
60歳以上のかた※他にもストレッチ、詩
吟などの高齢者生きがい支援活動有り。
詳細は右記へ　�＆�芦屋17℃倶楽部
(135-6880 打出小槌町3-16)
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、	講師、
出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、�申し込み、�問い合わせ
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市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一

あ
る
ア
リ
マ
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ (

ウ
マ
ノ
ス

ズ
ク
サ
科)

が
健
在
で
、

六
月
初
め
、

変
わ
っ
た
形

の
花
を
付
け

て
い
ま
し
た
。

ウ
マ
ノ
ス
ズ

ク
サ
の
変
種

で
、
花
が
昔
、
馬
子
が
馬
に
つ
け
た
鈴
に

似
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
植
物
学

者
の
、
故
・
牧
野
富
太
郎
博
士
が
昭
和
十

一(

一
九
三
六)

年
六
月
に
来
神
し
た
際
、
有

馬
付
近
で
発
見
し
、
こ
の
変
種
に
名
付
け

ら
れ
た
六
甲
の
特
産
種
で
す
。

　
夏
に
は
念
願
で
あ
っ
た
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ

ル(

ハ
マ
ウ
ツ
ボ
科)

に
芦
屋
で
初
め
て
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
草
原
の
あ
ち
こ

ち
の
ス
ス

キ
の
株
元

に
数
本
の

可
愛
い
花

が
に
ょ
っ

き
り
と
生

え
て
い
ま
し
た
。
ス
ス
キ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
な

ど
の
根
に
寄
生
す
る
植
物
で
葉
緑
体
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ナ
ン
バ
ン
ギ
セ
ル
と
は
マ
ド

ロ
ス
パ
イ
プ
の
こ
と
で
、
花
の
形
か
ら
の

名
で
す
。
ま
た
、
万
葉
集
に
詠
ま
れ
た

「
思
い
草
」(

「
道
の
べ
の
尾
花
が
も
と
の
思

い
草
い
ま
さ
ら
に
な
ど
か
も
の
を
思
は

ぬ
」
万
葉
集)

は
こ
れ
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
秋
に
は

青
少
年
野

外
活
動
セ

ン
タ
ー
跡

地
奥
の
石

島
池
で
、
サ
ワ
ギ
キ
ョ
ウ(

キ
キ
ョ
ウ
科)

が
鮮
や
か
な
紫
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し

た
。
氷
河
期
の
残
存
植
物
と
も
い
わ
れ
、

芦
屋
で
は
も
う
こ
こ
で
し
か
見
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
こ
う
見
て
く
る
と
芦
屋
の

自
然
は
、
ま
だ
ま
だ
奥
が
深
い
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
今
年
は
ま
た
、
ど
ん
な
花

に
出
会
え
る
か
と
新
春
の
夢
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
ま
す
。

●
稲
畑
汀
子(

い
な
は
た
　
て
い
こ)

氏

　
昭
和
六
年
横
浜
に
生
ま
れ
る
。

　
祖
父
・
高
浜
虚
子
、
父
・
高
浜
年
尾
に

俳
句
を
学
ぶ
。
現
在
、
俳
誌
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
主
宰
。

　(

社)

日
本
伝
統
俳
句
協
会
会
長
。(

財)

虚
子
記
念
文
学
館
館
長
。
朝
日
俳
壇
選

者
。
芦
屋
市
教
育
委
員
。
地
球
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
会
長
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
員
。
日
本
文
芸
家
協
会
会
員
な
ど
も

務
め
る
。
主
な
著
書
に
「
汀
子
句
集
」

「
星
月
夜
」「
風
の
去
来
」「
自
然
と
親
し

む
」「
俳
句
十
二
カ
月
」ほ
か
多
数
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
昨
年
十
一
月
に
、
ス
カ
ン
ポ
製

薬
の
上
野
社
長
を
招
き
講
演
会
を
行
い
ま

し
た
。
上
野
社
長
は
日
本
で
緑
内
障
の
薬

の
開
発
に
成
功
し
た
後
、
米
国
に
渡
り
、

ス
カ
ン
ポ
製
薬
の
立
ち
上
げ
を
成
功
さ
せ

た
若
き
実
業
家
で
す
。
講
演
の
中
で
「
日

本
人
は
勉
強
を
し
な
い
。

特
に
学
校
を
卒
業
し
て

ほ
と
ん

か
ら
は
殆
ど
勉
強
を
し

な
い
。
米
国
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
は
全
く

通
用
し
な
い
」
と
厳
し

　
幼
少
の

頃
か
ら
住

み
始
め
た

芦
屋
。
振

り
返
れ
ば

戦
禍
も
震

災
も
こ
の
街
で
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
た
び
自
然
の
力
強
さ
に

気
づ
か
さ
れ
、
励
ま
さ
れ
癒
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
街
に
は
住
む
人
を
元
気
に
す
る
癒
し

の
力
が
あ
る
の
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
父
・
年
尾
は
、
当
時
は
ま
だ
精
道
村
と

呼
ば
れ
て
い
た
芦
屋
の
自
然
と
人
と
の
在

り
様
が
気
に
入
っ
て
住
み
始
め
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
祖
父
・
虚
子
も
関
西
に

来
れ
ば
必
ず
芦
屋
に
立
ち
寄
っ
た
。

　
「
花
鳥
諷
詠
」
と
は
、
虚
子
が
提
唱
し

た
言
葉
で
あ
る
。
自
然
を
深
く
観
る
こ
と

は
、
今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ
た
美
し
さ

や
、
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
に
繋

が
る
。
自
然
の
あ
る
姿
に
感
動
し
、
作
家

は
そ
れ
を
ど
う
伝
え
る
べ
き
か
と
血
を
吐

く
よ
う
な
思
い
を
す
る
が
、
そ
れ
は
、
作

家
だ
け
に
限
ら
ず
、
人
た
る
も
の
の
日
々

く
指
摘
し
、
さ
ら
に
「
私
は
、
外
に
勉
強

に
行
く
時
間
が
な
い
の
で
家
庭
教
師
を

雇
っ
て
経
営
や
法
律
な
ど
新
し
い
知
識
を

身
に
付
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
そ
う

し
な
け
れ
ば
負
け
て
し
ま
う
。
米
国
の
Ｃ

Ｅ
Ｏ(

最
高
経
営
責
任
者)

は
年
十
日
ぐ
ら

い
し
か
休
ま
な
い
」
と
日
米
の
経
営
環
境

の
違
い
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
変
厳

し
い
指
摘
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
到
底
日
本

に
勝
ち
目
は
な
い
と
、
大
い
に
反
省
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
日
本
に
残
さ
れ
た
時
間
は

少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
足
飛

び
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

一
日
一
日
を
大
切
に
し
、
勉
強
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
朝
、
私
は
山

芦
屋
町
の
自
宅
で
あ
の
瞬
間
を
迎
え
ま
し

た
。
以
後
、
私
は
、
こ
の
大
惨
事
へ
の
対

処
が
天
命
と
芦
屋
か
ら
兵
庫
県
下
を
駆
け

巡
り
、
そ

し
て
参
議

院
議
員
を

拝
命
。
今

度
は
東
京

で
国
会
対

策
委
員
長

と
い
う
裏
方
役
の
〝
雑
巾
掛
け
〞
を
や
り

続
け
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
秋
、
小
泉
総
理

か
ら
防
災
担
当
と
構
造
改
革
特
区
担
当
の

二
つ
の
役
目
を
担
う
国
務
大
臣
へ
の
指
名

…
。
一
方
が
災
害
を
駆
逐
す
る
『
殺
法
』

で
あ
れ
ば
、
他
方
は
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
引
き
出
す
『
活
法
』
。
ま
さ
に
〝
あ
の

瞬
間
〞
に
誓
っ
た
天
命
を
果
た
す
た
め
の

両
輪
の
責
務
と
、
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
挑

戦
し
つ
づ
け
る
日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
あ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
芦
屋
市
は

市
内
の
八
八
％
の
建
物
が
全
・
半
・
一
部

損
壊
し
、
未
だ
そ
の
復
興
に
辛
い
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
阪
神

間
の
中
心
に
位
置
し
、
立
地
環
境
や
歴
史

文
化
、
そ
し
て
人
的
等
の
各
方
面
に
お
い

て
、
名
実
共
に
恵
ま
れ
た
条
件
を
有
し
て

い
る
の
が
芦
屋
市
で
す
。

　
『
苦
労
が
多
く
て
辛
い
ん
じ
ゃ
な
い
、

夢
が
な
い
か
ら
辛
い
ん
だ
』
誰
か
の
言
葉

の
ご
と
く
、
芦
屋
市
は
も
っ
と
そ
の
恵
ま

れ
た
可
能
性
を
活
か
し
て
、
果
敢
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
べ
き
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ど
う
か
目
標
を
高
く
掲
げ
、
全
国
の
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
街
作
り
に
向
け
て
、

皆
様
が
一
致
団
結
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
生
き
方
の
問
題
で
も
あ
る
と
思
う
。

　
人
は
、
新
し
い
自
分
が
発
見
で
き
た
時
、

再
び
生
ま
れ
変
わ
れ
た
時
の
よ
う
に
力
を

得
た
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
す
が
は
自
然
の
中
に
こ
そ
あ
る
と

思
う
の
で
あ
る
。

　
目
を
上
げ
れ
ば
六
甲
の
山
。
川
は
流
れ
、

海
が
広
が
り
、
耳
を
す
ま
せ
ば
鳥
は
鳴
き
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
花
や
木
々
の
緑
が
あ
る
。

芦
屋
に
は
向
か
い
合
え
る
自
然
が
存
分
に

あ
り
、
そ
れ
を
愛
し
た
多
く
の
人
が
住
ん

で
き
た
街
な
の
だ
と
思
う
。
父
も
祖
父
も
、

そ
し
て
私
も
そ
ん
な
芦
屋
を
愛
し
て
い
る

の
だ
と
思
う
。

勉強をしよう
三洋電機株式会社会長　井植　敏

夢・チャレンジ

●
井
植
敏(

い
う
え
　
さ
と
し)

氏

　
昭
和
七
年
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。

　
昭
和
三
十
一
年
同
志
社
大
学
工
学
部
卒

業
後
、
三
洋
電
機
入
社
。
昭
和
三
十
六

年
取
締
役
、
昭
和
六
十
一
年
社
長
就
任
。

平
成
四
年
よ
り
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
。

　
平
成
七
年
日
本
の
経
済
人
と
し
て
初
め

て
大
連
理
工
科
大
学
名
誉
客
員
教
授
と

な
る
ほ
か
、
大
阪
商
工
会
議
所
副
会
頭
、

大
阪
府
工
業
協
会
会
長
、
関
西
ニ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
会
長
、
芦
屋
市
国
際

交
流
協
会
会
長
な
ど
も
務
め
る
。
経
済

広
報
セ
ン
タ
ー
優
秀
経
営
者
賞
受
賞
。

国
務
大
臣
・
参
議
院
議
員
　
鴻
池
　
祥
肇

モ
デ
ル
と
な
る
街
づ
く
り
を

●
鴻
池
祥
肇(

こ
う
の
い
け
　
よ
し
た
だ)

氏

　
昭
和
十
五
年
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。

　
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
卒
業
。

　
昭
和
五
十
五
年(

社)

日
本
青
年
会
議
所

　
会
頭
就
任
後
、
昭
和
六
十
一
年
よ
り
衆

　
議
院
議
員
を
二
期
務
め
る
。

　
平
成
七
年
の
参
議
院
選
挙
で
兵
庫
選
挙

　
区
よ
り
当
選
。
平
成
十
三
年
同
じ
く
兵

　
庫
選
挙
区
に
て
再
選
。

　
平
成
十
四
年
九
月
国
務
大
臣(

防
災
担

　
当
大
臣
・
構
造
改
革
特
区
担
当
）
就
任

　
著
書
「
い
ま
、
日
本
病
を
撃
て
」
―
傍

　
観
者
の
時
代
へ
の
訣
別
―

１月１日号は、芦屋にお住いのかたがたに市民
の皆さんへメッセージをいただきました。

―元気の出るメッセージ―

〝
自
然
を
大
切
に
す
る
〞

〜
虚
子
や
年
尾
も
愛
し
た
芦
屋
〜

俳
人
　
稲
畑 

汀
子

いもり池に咲くヒツジグサ

ラショウモンカズラ
左は花の拡大

六甲の特産植物
アリマウマノスズクサ

珍しい�
シロバナハンショウヅル�
珍しい�
シロバナハンショウヅル�

パイプを思わせるパイプを思わせる�
ナンバンギセル�
パイプを思わせる�
ナンバンギセル�

紫が鮮やかな紫が鮮やかな�
サワギキョウサワギキョウ�
紫が鮮やかな�
サワギキョウ�


